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総
合
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
合
科
学
部
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
学
部
の

理
念
に
則
り
、
文
系
と
理
系
に
ま
た
が
る
共
同
研

究
を
始
め
、
様
々
な
形
の
総
合
的
、
学
際
的
研
究

を
育
成
、
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
総
合

科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

「
総
合
科
学
の
到
達
点
と
課
題
」
の
報
告

今
年
は
総
合
科
学
部
創
立
三
十
周
年
だ
が
、
そ

の
道
の
り
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
学
部
の
進

む
べ
き
方
向
の
模
索
が
今
な
お
続
い
て
い
る
。
学

部
に
直
結
し
た
総
合
系
大
学
院
の
創
設
に
向
け
て

絶
え
間
な
い
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
現

れ
で
あ
る
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
は
、

こ
の
状
況
を
背
景
に
、
ず
ば
り
「
総
合
科
学
と
は

何
か
」
を
問
い
、
将
来
へ
の
提
言
を
行
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
学
生
諸
君
に
も
関
心
が
あ
る
テ
ー
マ
だ

と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

報
告
書
も
あ
る
の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

そ
ち
ら
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

Ⅰ
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
内
容

【
構
成
】：

吉
田
光
演
（
言
語
文
化
研
究
講
座
）、

佐
藤
正
樹
（
広
域
文
化
研
究
講
座
）、
早
瀬
光
司

（
自
然
環
境
科
学
研
究
講
座
）、
山
崎
昌
廣
（
行
動

科
学
講
座
）、
平
手
友
彦
（
言
語
文
化
研
究
講
座
）、

布
川
弘
（
広
域
文
化
研
究
講
座
）、
吉
村
慎
太
郎

（
社
会
環
境
研
究
講
座
）、
岩
永
誠
（
行
動
科
学
講

座
）。

【
目
的
】：

総
合
科
学
と
は
、
特
定
課
題
に
対
す
る

多
分
野
か
ら
の
接
近
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研

究
で
あ
る
の
か
、
様
々
の
分
野
が
共
存
し
新
し
い

学
問
が
生
成
す
る
試
行
の
場
な
の
か
、
研
究
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
変
更
を
促
す
新
し
い
学
問
な
の
か
、
未

だ
に
定
義
が
定
か
で
は
な
い
。
研
究
主
体
に
関
し

て
も
、
研
究
者
個
人
で
な
し
得
る
と
す
る
説
、
専

門
分
野
を
異
に
す
る
複
数
の
研
究
者
集
団
で
行
う

も
の
と
い
う
説
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
の
科
学

研
究
を
振
り
返
り
、
学
問
の
総
合
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
過
去
の
総
合
科
学
の
教
育
研
究
を
検
証
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
総
合
科
学
を
定
義
し
、
招
来

の
総
合
科
学
部
像
を
確
立
す
る
。

【
主
な
活
動
】：

（
公
開
）
研
究
会
、
公
開
研
究
会
、

総
合
科
学
（
部
）
に
関
係
す
る
過
去
の
資
料
の
収

集
・
分
析
・
検
討
、
ア
フ
タ
ー
５
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
案
作
成
へ
の
関
わ
り
、

総
合
科
学
部
生
に
よ
る
総
合
科
学
関
連
推
薦
図
書

ラ
ン
キ
ン
グ
作
成
、
総
合
科
学
部
生
に
よ
る
「
総

合
科
学
部
」
イ
メ
ー
ジ
座
談
会
、
総
合
系
大
学
院

構
想
に
つ
い
て
の
議
論
へ
の
参
加
、
平
成
十
五
年

度
「
超
域
研
究
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
担

当
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
作
成
な
ど
。

Ⅱ
　
総
合
科
学
・
総
合
科
学
部
を
め
ぐ
る
議
論

に
つ
い
て

日
本
の
大
学
は
学
部
の
縦
割
り
意
識
が
強
く
、

文
系
・
理
系
の
壁
も
厚
く
、
総
合
科
学
の
推
進
に

は
困
難
が
伴
う
（
そ
れ
は
世
界
的
趨
勢
で
は
な
い
）。

総
合
科
学
の
方
向
性
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
学
際

領
域
の
創
出
の
ほ
か
に
、
①
個
別
学
問
の
違
い
を

残
し
て
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
論
理
和
と
し
て
の
総

合
科
学
、
②
個
別
学
問
の
共
通
部
分
を
抽
出
す
る

論
理
積
と
し
て
の
統
一
的
な
総
合
科
学
の
実
現
―

の
２
つ
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
①
の
総
合
は
、

比
較
的
容
易
く
実
現
可
能
で
あ
り
、
現
在
の
総
科

組
織
も
こ
の
形
態
に
近
い
が
、
学
問
論
と
し
て
見

れ
ば
、
単
な
る
寄
せ
集
め
の
観
も
あ
る
。
文
系
・

理
系
の
橋
渡
し
に
つ
い
て
も
真
剣
に
は
考
え
ら
れ

な
い
。
②
は
学
問
と
し
て
は
新
し
い
も
の
で
、
文

系
・
理
系
の
壁
も
突
破
で
き
、
画
期
的
で
あ
る
が
、

こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
本
格
的
に
議
論
さ
れ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
総
合
科
学
部
教
員
の

多
く
は
、
既
存
学
部
の
教
育
研
究
の
経
験
を
土
台

に
し
て
お
り
、
学
会
も
既
成
の
学
部
区
分
に
基
づ

く
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た
し
が
ら
み
を
捨
て
、

新
た
な
知
の
基
盤
を
組
織
的
に
構
築
す
る
こ
と
に

は
相
当
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
現
代
科
学
の
細

吉田光演
（言語文化科学
プログラム）



わ
ず
か
な
ハ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
を
除
け
ば
、
現
代

科
学
は
、
狭
い
個
別
分
野
の
中
に
閉
じ
た
象
牙
の

塔
で
は
実
現
不
可
能
で
あ
り
、
現
代
文
明
や
環
境

問
題
な
ど
、
二
十
一
世
紀
の
深
刻
な
課
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、
諸
学
を
見
渡
す
広
い
地
平
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
総
合
科
学
の
存
在
意
義
は

大
き
い
。

Ⅲ

「
超
域
研
究
」
で
の
実
践

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
と
し
て
は
、
研
究
面

だ
け
で
な
く
、
学
生
と
の
共
同
作
業
（
総
合
科
学

関
連
文
献
リ
ス
ト
作
成
）
や
、
教
育
場
面
で
「
総

合
科
学
」
を
実
践
し
た
こ
と
で
あ
る
。
総
科
の
必

須
科
目
は
教
養
ゼ
ミ
と
超
域
科
目
（
超
域
研
究
、

展
開
研
究
）
し
か
な
い
。
学
部
生
全
員
が
一
同
に

集
う
授
業
は
超
域
研
究
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

平
成
十
五
年
度
後
期
の
超
域
研
究
（
計
七
回
）
で

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
参
加
し

て
、
教
員
と
学
生
で
「
総
合
科
学
を
考
え
る
」
討
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分
化
状
況
の
下
で
、
異
な
る
学
問
分
野
に
つ
い
て

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
か
に
獲
得
で
き
る
か
と
い
う

問
題
も
あ
る
（
し
か
し
報
告
書
所
収
の
吉
村
氏
の

「『
総
合
科
学
者
』
の
つ
く
り
方
」
は
こ
の
可
能
性

を
提
唱
し
て
い
る
）。
そ
こ
で
折
衷
的
案
と
し
て
登

場
す
る
の
が
、
幾
つ
か
の
研
究
分
野
の
相
乗
り
に

よ
る
暫
定
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
あ
る
（
我
々

が
行
っ
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
の
一
環

で
あ
る
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、
ア
イ
デ
ア
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
進
め
ば
、
成
果
が
見
込
め
る
が
、

長
続
き
し
に
く
く
、
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
教
育
へ

の
応
用
が
難
し
い
。
結
局
、
教
員
も
常
に
総
合
科

学
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
に
つ
い

て
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
だ
。
そ
こ
で
、
実
行

可
能
な
総
合
科
学
と
し
て
考
え
た
も
の
が
、
個
々

の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
共
同
作
業

と
し
て
の
総
合
科
学
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
佐
藤

正
樹
氏
（
現
学
部
長
）
に
よ
る
「
総
合
科
学
と
は

な
に
か
？
」（
報
告
書
所
収
）
で
は
、
総
合
科
学
像

は
、
個
別
科
学
を
足
し
て
２
で
割
る
よ
う
な
学
際

性
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
を
拠

点
に
し
つ
つ
、
異
分
野
に
深
く
入
り
込
ん
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
ク
モ
の
巣

と
し
て
の
総
合
科
学
）
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。

論
授
業
を
行
っ
た
。
佐
藤
正
樹
氏
の
基
調
報
告
に

始
ま
り
、
教
員
に
よ
る
学
生
へ
の
挑
発
的
意
見
、

教
員
同
士
の
激
論
も
交
え
、
学
生
に
よ
る
班
別
討

論
、
全
体
討
論
を
行
い
、
総
合
科
学
の
長
所
と
短

所
、
現
代
文
明
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
に
つ

い
て
議
論
し
た
。「
総
科
で
一
年
間
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
を
求
め
る
だ
け
で
は
不
十
分
」、「
リ
ー
ダ
ー
・

ま
と
め
役
を
育
て
る
」
こ
と
が
総
科
の
売
り
だ
が
、

「
広
い
知
識
は
得
ら
れ
て
も
、
深
さ
は
無
理
」
―
と

い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
自
分
た
ち
の
学
部

の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
生
が
議
論
で
き
る
の
は

科
論

論
所

え
や
て
ゐ
見
揆
げ
〈
た
。
碕

の
ｒ
げ
つ
ぢ
ズ
総
縞
ー
ズ
総
殺
つげ
茜
ま
学
幅

Ｏщリ
麪
ぐ
ズ
生
が
襟
汎
ね
傘
もげ
ь
や
て
こ

の
れ
レ

た
鯵
は
漕
リ
ざ
掾

ね
傘
ら
でげ
搓
﹈
撒
り
の
オ
粋
討
論
わ
ブ
遡芦
傘
わ
の

の
の
だ「
こ
耗
釁
ジ
リ総
回 斫

相
目
え

い
あ
矛
タ
ゅ
え
Ｏ
殺
だ
ぴ据
ｑ
ぬ
ア
だ

い
石
め
た
ら
搓鳴
肴
耗
じ
め
、
「
鮭
つ
擱
ぞ
顎
レ

ぱ

こ

え

つ
┿
黙
ず
ヂ

つ
ぎ
轄

軌

ひ
茜
ｗ
貰
舛
粋
纏
脚
ｖ
つ目ぎ
ァ耗
た
欝

ベ
を
ゐ
ｑ
ろ
つ
耗
た
。
紙
カき
ま
隻

ケ

論
ｕ
ぜ
ス
ぽ
ピ
銘
論
所
較
こ

の

搦
杵
ヵ
は
ア
だ
て
ぇ
ーお摎
ぇ
ｚ
ぼ
ん
ぇ
ま
猛
山
晁
回
∵
か
じ茜
ち∵
ｚ
ｖ
だ
ッ

な

論

厭

佐

皿

ｕ

ヲ

矛

搦
耗
た
懐

ｖ
ｗひ
ｖ
ば
ィ
猛

本領とする 
分野 
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Interdisziplinarität

拡大と吸収


